
年

年 月 日

時 分 ～ 時 分

◯

◯

◯ ◯

◯

✕ ◯

No.

①

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

②

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

③

③

年 月 日次回開催予定日 2025 8 18

休日災害 0

トラブル報告 0

労働（交通）災害 0

通勤災害 0

なし

※産業医のコメント
現状維持で問題ないが、健康診断で要精密検査が出た場合には
なるべく二次検査を受けること

食品衛生月間→北海道はエアコンがない家もまだたくさんある為、食べ物はすぐに冷蔵庫へ入れる

その他、協議事項

防災週間。防災グッズの見直しや避難所の位置の把握など、

万が一の際に向けて防災意識を高める

該当者なし

活動内容の報告及び評価

暑くなってくると水分不足から肉離れを起こしやすい（道内でも35度越えの日が多い為、要注意）

災害について

月 合計 対象派遣先

１００時間超

９０時間超

８０時間超

８０時間超 0

９０時間超 0

１００時間超 0

・該当者名：

45時間超

議題

長時間労働について

月 合計 対象派遣先

45時間超 2

委員 平田　尚也 委員 委員 委員

委員 赤木　浩樹 委員 宮城　諒 委員 委員

場　所 札幌営業所

出
席
者

委員長 菊地　梓

会社側
産業医 岡本　孝之 委員 委員 委員

衛生管理者 今村　佑介 委員 斉藤　実来 委員 委員

労働者側

曜日

時間 16 0 17 30

安全衛生委員会議事録 2025 7 月度

開催日 西暦 2025 7 24 金



年

年 月 日

時 分 ～ 時 分

◯

◯ ◯

◯

◯ ✕

✕

No.

①

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 3 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 いすゞ自動車東北(株)

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 福島日野自動車(株)

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

③

④

年 月 日

※産業医のコメント

胃腸炎、リンゴ病が増加している。熱中症と共に、それらにも気を付けるようにしてください。

活動内容の報告及び評価

・食品衛生月間

休日災害 0

トラブル報告 0

　7月度 仙台営業所管轄 災害発生0件：引き続き現場巡回、注意喚起の継続。

　長時間労働について：残業の多い企業様へ改めて訪問し、時間管理へのご協力をお願いする。

その他、協議事項

2025 8 22

夏季の食中毒予防について

食中毒を引き起こす細菌の多くは、室温(約20°C)で活発に増殖しはじめる。気温の高い日が続いており、特に注意が

必要である為、熱中症と併せて食中毒への注意喚起も行う。

次回開催予定日

防災週間について　期間:2025年8月30日～9月5日

7/25防火対象物点検を予定。防火管理者・防災管理者の講習受講について検討。

労働（交通）災害 0

通勤災害 0

災害について

月 合計 対象派遣先

45時間超

80時間超 0

100時間超 0

90時間超 0

・該当者名

45時間超 髙林　賢幸土屋 雄也

新明工業(株)

委員 委員委員

委員

野﨑　一翠 田中　隆司

議題

長時間労働について

月 合計 対象派遣先

45時間超 8

委員 委員関口　匠哉

室井　秀斗 委員 委員
労働者側

委員 佐藤　凌太 委員

安全衛生委員会議事録 2025 7 月度

開催日 西暦 2025 7 23 月 曜日

委員

時間 14 00 14 30

産業医 城　怜史 委員 佐藤　康 委員

場　所 仙台営業所

出
席
者

委員長 辻　明日香

委員

衛生管理者 齋藤　隆教
会社側



年

年 月 日

時 分 ～ 時 分

◯

✕ ◯

◯

✕ ✕

✕

No.

①

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

②

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

③

③

年 月 日

曜日

時間 9 30 10 0

安全衛生委員会議事録 2025 7 月度

開催日 西暦 2025 7 28 月

場　所 宇都宮営業所

出
席
者

委員長 福井　竜矢

会社側
産業医 内藤　修 委員 関戸　康裕 委員 委員

衛生管理者 清水　萌 委員 委員 委員

労働者側

議題

長時間労働について

月 合計 対象派遣先

45時間超 0

委員 狐塚　明彦 委員 蔀　智明 委員 委員

委員 梅崎　真之 委員 委員 委員

１００時間超 0

・該当者名

45時間超

８０時間超 0

９０時間超 0

８０時間超

１００時間超

９０時間超

労働（交通）災害 0

通勤災害 0

該当者なし

災害について

月 合計 対象派遣先

・再発防止策や対応などの効果確認等

該当者なし

活動内容の報告及び評価

休日災害 0

トラブル報告 0

次回開催予定日 2025 8 25

※産業医のコメント

熱中症による肉離れが全社で多く発生している。

熱中症になると、体内の水分やミネラルが不足し筋肉の痙攣や肉離れが起きやすくなる。

その他、協議事項

労災ではないが、宇都宮でも1名軽度の肉離れを起こしたという報告を受けている。

改めて注意喚起をおこなう。

今年は例年以上に猛暑日が続いており、きちんと対策をおこなわないと危険なレベルのため、企業やスタッフへ



年

年 月 日

時 分 ～ 時 分

◯

✕ ◯

◯

◯ ✕ ✕

No.

①

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

③

④

年 月 日

時間 15 0 15 30

労働者側

小野 海斗 栗原 一浩

安全衛生委員会議事録 2025 7 月度

開催日 西暦 2025 7 23 水 曜日

青木　雄馬　

場　所 埼玉営業所

出
席
者

委員長 横田　大佑

会社側
産業医 原本 宏樹 委員 小宮山　愛梨

衛生管理者 金城　尚人

９０時間超 0

１００時間超 0

委員 松田　朋代 委員 高橋慎誉 委員 岡田優希

議題

長時間労働について

月 合計

45時間超 5

対象派遣先

８０時間超 0

新明工業(株)、関東いすゞ自動車(株)、
(株)東日本宇佐美

９０時間超

８０時間超

１００時間超

45時間超

※産業医のコメント

休日災害 0

トラブル報告 0

労働（交通）災害 0

通勤災害 0

・食品衛生月間について

・家庭での食中毒予防について

・食中毒予防について

その他、協議事項

・防災週間について

・該当者名

次回開催予定日 2025 8

災害について

対象派遣先

28

活動内容の報告及び評価

・事例共有

月 合計



年

年 月 日

時 分 ～ 時 分

◯

✕ ◯

◯

◯ ◯

◯

No.

①

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

0 3 3

0 0 0

0 0 0

0 0 0

②

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計

0 0 1

0 0 0

0 0 0

0 0 0

③

④

年 月 日

通勤災害

災害について

月

京成自動車整備株式会社

2025 8 20

休日災害

トラブル報告

労働（交通）災害 1

0

0

0

※産業医のコメント

また、発生の発端としては作業手順と異なる方法でしていたことが分かっており、慣れている人ほど

独自のやり方でしている可能性が考えられるため、管理訪問時に確認する旨で一致した。

その他、協議事項

食品衛生月間について：食中毒が増える季節なので家は勿論職場においても気を付ける旨説明。

防災週間について：期間と資料記載の「家庭でできること」について説明

6月は災害報告1件。

千葉営業所だけで見ると6月時点で前年比-3件ではあるが、全体で見ると前年比+1件となっている。

また、安全衛生委員会内で詳細を報告する際は秋葉部長と「なぜなぜ分析」により原因究明をする旨説明。

活動内容の報告及び評価

千葉では今年度初めての災害がでてしまったが、合計で前年比を超えないよう留意し呼びかけの強化をするよう周知

８０時間超

９０時間超

バッタライプラカシュ ハーダットファツ アディカリウザル

１００時間超

45時間超

45時間超

１００時間超 0

・該当者名

45時間超

８０時間超 0

９０時間超 0

ホアンマンド シタウラニテス ルヌウィラ　ヘーワゲー　ディルシャーン ヤシタ

時間 13 30 14 0

場　所 株式会社レソリューション　千葉営業所　会議室

出
席
者

髙橋　克実 委員田中　勇聖 委員

委員 山田　和也 委員 委員 委員

委員長 白井　茉弥

安全衛生委員会議事録 2025 7 月度

開催日 西暦 2025 7 31 木 曜日

産業医 仲田　祐介 委員 齋藤　松明 委員 委員

衛生管理者 石原　翔太 委員委員

対象派遣先

（株）ホンダモビリティ南関東

南関東日野自動車（株）

いすゞ自動車首都圏（株）

委員

議題

長時間労働について

月 合計 対象派遣先

45時間超 6

労働者側
委員 委員

会社側





年

年 月 日

時 分 ～ 時 分

◯

✕ ◯

✕

◯ ◯ ◯ ✕

✕ ◯

No.

①

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

0 1 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

0 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

③

③

年 月 日

※産業医のコメント

手洗い・食品の管理

次回開催予定日 2025 8 27

食品衛生月間について

その他、協議事項

食中毒の予防について

6月の労災は0件。

他拠点では歯牙破損、鼻骨骨折などがあった。

どちらも顔回りの事故で、少し態勢を崩した際の事故で、一瞬の気のゆるみが事故に繋がると改めて感じた

ので、スタッフにも注意を促していきたい。

活動内容の報告及び評価

事例共有

休日災害 0

トラブル報告 0

労働（交通）災害 1

通勤災害 0

6月の長時間労働者は1名。

先月と数字は同じだが、該当者に変異があったため、今月も先月と同じように

本人に注意喚起を行う。

災害について

月 合計 対象派遣先

１００時間超

９０時間超

80時間超

１００時間超 0

・該当者名

45時間超 カオ　ヴァン　ドー

８０時間超 0

９０時間超 0

議題

長時間労働について

月 合計 対象派遣先

45時間超 2 ボロネーゼ

委員 齋藤　巨來 委員 薩日内　夏希 委員 委員ドウ　ゴク　フォン

委員 山本　裕也 委員 渡邉　萌香 委員 委員

南谷　優成 委員 星野　貴之 委員 委員

衛生管理者 鷹野 正浩 委員 委員 委員

労働者側

時間 15 0 15 30

安全衛生委員会議事録 2025 7 月度

開催日 西暦 2025 7 25 金

場　所 東京営業所　

出
席
者

委員長 浅沼　空

会社側
産業医

営業所長 衛生管理者 作成者

星野 鷹野 渡邉

曜日

丸田　孝幸



年

年 月 日

時 分 ～ 時 分

◯

✕

◯ ◯ ◯

◯

No.

①

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 1 4 3 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ホンダモビリティ南関東

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

中澤 誠治

②

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

③

③ その他、協議事項

5/1～9/30：STOP!熱中症　クールワークキャンペーン

活動内容の報告及び評価

熱中症注意を呼び掛ける

状況を把握するために管理訪問を行いサポートをしていく

トラブル報告 0

・再発防止策や対応などの効果確認等

通勤災害 0

休日災害 0

月 合計 対象派遣先

労働（交通）災害 0

デジシートを適時確認してスタッフに呼びかける

企業に管理訪問に行き、45時間超過の旨を直接企業に伝える。

災害について

１００時間超

９０時間超

８０時間超

・該当者名　

45時間超 池水聡之 ハーバンツオン

８０時間超 0 ABEモーター

９０時間超 0

１００時間超 0

議題

長時間労働について

月 合計 対象派遣先

45時間超 9 アウトプラッツ

委員

委員 委員 委員 委員

高田　甲勝 委員

労働者側
委員 玉寄　伶 委員 委員

委員 委員

衛生管理者 菅谷　拓士 委員 濱田　洋輔 委員

場　所 新宿営業所

出
席
者

委員長 大木　裕太

会社側
産業医 南谷　優成 委員

曜日

時間 9 30 10 0

安全衛生委員会議事録 2025 7 月度

開催日 西暦 2025 7 23 月度

営業所長 衛生管理者 作成者

菅谷 菅谷 玉寄



年 月 日

※産業医のコメント

次回開催予定日 2025 8 22



年

年 月 日

時 分 ～ 時 分

◯

✕

◯ ✕

◯ ✕ ◯ ✕

No.

①

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

4 2 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

③

③

年 月 日

曜日

時間 11 0 11 30

安全衛生委員会議事録 2025 7 月度

開催日 西暦 2025 8 7 木

場　所 横浜営業所

出
席
者

委員長 張替　涼平

会社側
産業医 阿部　大典 委員 委員 委員

衛生管理者 野村　陽一 委員 古海　総一郎 委員 委員

労働者側

議題

長時間労働について　1名

月 合計 対象派遣先

45時間超 12 いすゞ自動車首都圏

委員 内藤　世奈 委員 岩田　泰輔 委員 松本　紗也加 委員 梶　匡誉

委員 委員 委員 委員

８０時間超

８０時間超 0 山口自動車

９０時間超 0

１００時間超 0

・該当者名

45時間超 冨田　勝 カドカ　ディペンドラ ホアン　ヴァン　ナム

災害について

月 合計 対象派遣先

１００時間超

９０時間超

1

・夏季は食中毒が発生しやすい時期であり、食中毒予防対策の徹底が重要です。

・手洗いの励行、食品の適切な保存、衛生的な調理環境の維持などを周知します。

・食中毒予防に関する啓発活動や、従業員への注意喚起を行います。 ﻿

その他、協議事項

8/30～9/5：防災週間

9/1：防災の日

活動内容の報告及び評価

《食中毒予防》

高嶋伸哉：自宅アパートの駐車場から玄関まで移動する際、車の輪留めに足を引っかけ転倒し右ひざを挫創

※産業医のコメント

作成者衛生管理者営業所長

張替 野村 内藤

次回開催予定日 2025 9 8

休日災害 0

トラブル報告 0

労働（交通）災害 2 スズキ自販湘南

通勤災害



年

年 月 日

時 分 ～ 時 分

◯

✕ ◯

◯

✕ ✕ ✕

No.

①

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

0 1 1

0 0 0

0 0 0

0 0 0

②

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

3 6 2

0 1 0

0 0 0

0 0 0

③

④

⑤

年 月 日

衛生管理者 委員

労働者側
委員 安藤　正和

貝田　唯 委員 委員

委員 委員

委員 伊藤　剛好 委員 小野　貴裕

安全衛生委員会議事録 2025 7 月度

開催日 西暦 2025 7 31 木 曜日

時間 14 00 14 30

委員

場　所 静岡営業所

出
席
者

委員長 矢島　浩央

会社側
産業医 浅井　美洋 委員 志村　博之 委員 委員

８０時間超 0

９０時間超 0

議題

長時間労働について

月 合計 対象派遣先

45時間超 2 双葉オート紹介（永井）

１００時間超 0

・該当者名　　　

45時間超

９０時間超

８０時間超

永井　正基（47：45）

１００時間超

休日災害 0

1名

引き続き注意していくこと

災害について

月 合計

6月度は2件発生したが（前年度比-3）、年間として考えると少し多い傾向にある。

長時間労働者について

80時間は絶対に超えないように注意

その他

・食品衛生月間　食中毒　

・防災週間　8/30～9/5

次回開催予定日 2025 8 22

45時間を少しだけ超えるスタッフが他拠点で見受けられる。

準備運動の促進

活動内容の報告及び評価

大阪営業所は3連月で発生している。上場に向け4か月連続は絶対に避ける。

再発防止策については、発生要因など詳細に記載。なぜを5回くり返す。

対象派遣先

労働（交通）災害 11

通勤災害 1

6/11　大阪　歯牙破折　休業無し

6/27　千葉　鼻骨骨折　休業無し

トラブル報告 0

再発防止策は次月末までに提出



年

年 月 日

時 分 ～ 時 分

◯

✕ ◯ ✕

◯ ◯ ◯

◯ ✕ ◯ ✕

✕ ✕ ✕

No.

①

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

6 4 11

0 0 0

0 0 0

0 0 0

②

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

③

③

年 月 日

※産業医のコメント   

曜日

時間 15 30 16 0

安全衛生委員会議事録 2025 7 月度

開催日 西暦 2025 7 23 水

場　所 名古屋営業所

出
席
者

委員長 加藤丈典

会社側
産業医 山本晋平 委員 クマール 委員 小林秀明 委員

衛生管理者 山口清高 委員 相楽和則 委員 大幢万弥 委員

労働者側
委員 岡本尚子 委員 高橋紗恵 委員 山口友己 委員 小原　健太

委員 山竒　子 委員 秋山愛佳 委員 森山鉄士 委員

80時間超 0 双葉オート電気商会

90時間超 0 ヤナセ

長時間労働について

月 合計 対象派遣先

45時間超 10 三菱ふそう 

100時間超 0 いすゞ自動車近畿

45時間超

rai amar ngo the dung  渡部邦博 中野剛次 yamasaki kim pham van long gharti rikesh

bista nim bahadur nguyen hoang nguyen van nam malimige leeshan

災害について

月 合計 対象派遣先

80時間超

休日災害 0

トラブル報告 0

労働（交通）災害 0

通勤災害 0

［目標］熱中症発症：0件［活動内容」熱中症は例年7月初～8月末が最も多い。一番大切なことは周りの人たちが

　いかに早く気付き対処するかである。対策として①アイススラリーで深部体温を下げる②外出時は日傘を使う

　③かくれ熱中症をチェックする（1．手の甲の皮膚をつまんでみる　2．親指の爪の先を押してみる）。

その他、協議事項

・衛生管理者：愛知県・三重県の感染症の感染状況について（定点把握の感染者平均数）

　新型コロナ感染（愛知2.2人、三重1.7人）は今週も低い値で推移している。感染性胃腸炎の要因のﾉﾛｳｨﾙｽ感染が

・再発防止策や対応などの効果確認等

活動内容の報告及び評価

・7月の活動テーマ：熱中症の予防と対策

　7月末になっても減少しておらず、外食に際しての注意や確実な手洗い実施が重要である。

次回開催予定日 2025 8 27



年

年 月 日

時 分 ～ 時 分

◯

✕ ◯

✕

◯ ✕ ✕

No.

①

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

③

③

年 月 日

４５時間超

８０時間超

9 30 10 0

会社側
産業医 藤井　茜 委員 石川　和明 委員

委員

原口　涼子 委員

安全衛生委員会議事録 2025 7 月度

開催日 西暦 2025 7 25 月

場　所 京都営業所

出
席
者

委員長 中江　槙路

委員

衛生管理者

１００時間超

委員

８０時間超 0

９０時間超 0

１００時間超 0

・該当者名

グェン・ディン・ツン

災害について

月

※産業医のコメント

改めて対策をしっかり行うよう、注意喚起を行う。

その他、協議事項

活動内容の報告及び評価

同じスタッフで連続で労災が起こってしまった。熱中症については他社就業中スタッフにも起こりかねない事案なので

次回開催予定日 2025 8 25

・体調管理

猛暑日が多くゲリラ豪雨等で湿度も高い日が続く為、水分補給等を徹底し、熱中症を起こさない様アナウンスを行う。

合計 対象派遣先

①3トントラックのタイヤを取り付ける際に腰椎に過負荷がかかり腰に激痛、その後、2トントラックのキャビンを持ち

上げる際には肩に激痛が走った。急性腰痛症、左肩関節炎、腰椎椎間板ヘルニア、左肩腱板断裂の疑いとの診断結果。

②車検・点検作業中に気分が悪くなり、吐き気・胃痙攣・倦怠感・右太もも痙攣の症状があった為、水分補給や小休憩

４５時間超 4 シュテルン京都

委員 大谷　寧々
労働者側

竹山　祐矢

労働（交通）災害 2

９０時間超

作成者衛生管理者営業所長

議題

長時間労働について

月 合計 対象派遣先

委員

委員  委員 委員

委員 桑原　仁 委員

曜日

時間

をとったが回復が見られなかった為早退。熱中症疑い・腎機能障害との診断を受けた。

日産自動車販売(株)

休日災害 0

トラブル報告 0

通勤災害 0



年

年 月 日

時 分 ～ 時 分 大阪

会社

◯

◯

✕ ◯ ◯

◯ ◯

◯ ◯

No.

①

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

6 4 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 従業員側

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

③

③

年 月 日

その他、協議事項

労働災害・通勤災害が連月発生しているので、スタッフや企業に事例を注意喚起し案内。

今後労災発生0件を目指し、管理訪問等の際に現場を目視し危険な箇所や業務がないかを企業と一緒に確認していく。

※産業医のコメント

次回開催予定日 2025 8 28

休日災害 0

トラブル報告 0

熱中症対策にはこまめな水分補給のほかに、体を冷やす事等にもある。長時間勤務で熱がこもってしまい体調不良

になる事もあるので休憩もしっかりとるよう案内。

活動内容の報告及び評価

日々熱中症アラートがほぼ全国で発令されている。

災害について

月 合計 対象派遣先

労働（交通）災害 3 マイスターモータース

通勤災害 1

45時間超

90時間超

100時間超

・該当者名

45時間超 古賀　涼佑 グェン　ヴァン　ヴィン ドー　ヴァン　リン グイ　テー　ズン

45時間超 14 いすゞ自動車近畿

80時間超 0 大阪日野自動車

100時間超 0

委員 富永　玲子 委員 松本　悠聖 委員

90時間超 0

委員

委員 溝口　遥奈 委員 山崎　滉平 委員 委員

議題

長時間労働について

月 合計 対象派遣先

場　所 大阪営業所

出
席
者

委員長 益田　知明

会社側
産業医 南都　清範 委員 委員 委員

衛生管理者 石橋　隆久 衛生管理者 松岡　秀紀 委員 大津　康治 委員

労働者側

時間 14 30 15 0

安全衛生委員会議事録 2025 7 月度

開催日 西暦 2025 7 28



年

年 月 日

時 分 ～ 時 分

◯

✕ ◯

◯

◯ ◯ ◯

No.

①

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2 1 1

0 0 0

0 0 0

0 0 0

②

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

③

③

年 月 日

委員

場　所 レソリューション　神戸営業所　会議室

出
席
者

委員長 佐々木　雄一

安全衛生委員会議事録 2025 7 月度

開催日 西暦 2025 7 23 月

労働者側

曜日

時間 16 0 16 30

委員 委員

会社側
産業医 南都　清範 委員 永富　明美 委員 委員

衛生管理者 下平　麗 委員 委員 委員

災害について

８０時間超

８０時間超 0

９０時間超 0

１００時間超 0

・該当者名

45時間超

※産業医のコメント

なぜ？なぜ？を繰り返し原因の本質を導いていく必要がある。（「なぜ急ぐ必要が無いのに急いだのか？」など）

・肉離れの原因：水分不足になるとなりやすい。水分補給と準備運動を怠らないようスタッフへ案内

その他、協議事項

・岩本満が7月23日時点で45時間超えている状況。繁忙期が控えているにもかかわらず4回目の超過となるため担当より

・上場審査が控えている中で特別条項違反が発生すると審査が通らない事案が発生する。スタッフの残業時間を

活動内容の報告及び評価

・労災発生時の原因追及について

スタッフ、企業へ厳重に注意を行う。

常に気にするように。また、安全衛生会議の質の向上を目指す。

次回開催予定日 2025 8 20

該当企業には連絡し残業削減を注意勧告を行った。

９０時間超

休日災害 0

トラブル報告 0

岩本満

労働（交通）災害 0

通勤災害 0

スタッフへ体調確認及び注意勧告を行った。

月 合計 対象派遣先

１００時間超

45時間超 4 CMCエクスマニコム

委員 大久保 宗一 委員

作成者衛生管理者営業所長

佐々木 下平 下平

議題

長時間労働について

月 合計 対象派遣先

熊谷　淳 委員 池内　宏行 委員

委員



年

年 月 日

時 分 ～ 時 分

◯

◯ ✕

✕

✕ ✕ ◯

No.

①

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

③

③

年 月 日次回開催予定日 2025 8 14

企業にも対策を行ってもらうように連絡をした。

その他、協議事項

活動内容の報告及び評価

連日暑い日が続くので、引き続き気を付けて熱中症対策を行ってもらうように案内した。

休日災害 0

トラブル報告 0

労働（交通）災害 2

通勤災害 0

災害について

月 合計 対象派遣先

100時間超

90時間超

80時間超

100時間超 0

・該当者名

45時間超 大地　浩

80時間超 0

90時間超 0

議題

長時間労働について

月 合計 対象派遣先

45時間超 1 三菱ふそう中国地区販売㈱

委員 今井　金太 委員 竹本　岳二 委員 水長　美紅 委員

委員 委員 委員 委員

場　所 広島営業所

出
席
者

委員長 原崎　幸悦

会社側
産業医 谷本先生 委員 梶原　秀幸 委員 委員

衛生管理者 伊名波　あゆみ 委員 委員 委員

労働者側

曜日

時間 11 0 12 0

安全衛生委員会議事録 2025 7 月度

開催日 西暦 2025 7 10 木



年

年 月 日

時 分 ～ 時 分

◯

◯ ✕ ◯

✕

✕ ✕ ✕

No.

①

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 1 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

②

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

③

③

年 月 日

※産業医のコメント

対する備えをしておきましょう。　例）非常食・防災グッズの確認、避難場所・避難経路の確認

次回開催予定日 2025 8 20

食中毒を引き起こす細菌の多くは、室温（約20℃）で活発に増殖しはじめ、人間や動物の体温ぐらいの

温度で増殖のスピードが最も速くなり、細菌の多くは湿気を好むため、夏期は食中毒を起こしやすい季節

となります。衛生的な手洗い等でしっかり予防していきましょう。

その他、協議事項

8/30～9/5は防災週間です。

災害を未然に防ぎ、被害の軽減を図るために、ひとりひとりの防災意識を高め、日頃から災害に

・再発防止策や対応などの効果確認等

活動内容の報告及び評価

8月は「食品衛生月間」です。

休日災害 0

トラブル報告 0

労働（交通）災害 0

通勤災害 0

災害について

月 合計 対象派遣先

１００時間超

９０時間超

８０時間超

１００時間超 0

・該当者名

45時間超 薬師寺翔

８０時間超 0

９０時間超 0

議題

長時間労働について

月 合計 対象派遣先

45時間超 2 いすゞ自動車九州

委員

委員 委員 委員 委員

委員

労働者側
委員 福嶋國彦 委員 貞方　友成 委員 松尾　裕二

小林優介 委員 松尾一寿 委員

衛生管理者 藤田　千里 委員 委員

場　所

出
席
者

委員長 住本実優

会社側
産業医 久良木先生 委員

曜日

時間 15 30 16 0

安全衛生委員会議事録 2025 7 月度

開催日 西暦 2025 7 16 水



年

年 月 日

時 分 ～ 時 分

◯

✕ ◯

◯

◯ ✕

No.

①

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

0 0 2

0 0 0

0 0 0

0 0 0

②

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

0 1 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

③

　

③

年 月 日

災害を未然に防ぎ、被害の軽減を図るために、ひとりひとりの防災意識を高め、日頃から災害に対する備えをしておく

■家庭でできること

非常食や防災グッズの確認、家庭で災害時の集合場所や連絡方法を決める、消火器などの確認

その他、協議事項

※産業医のコメント

次回開催予定日 2025 8 22

活動内容の報告及び評価

防災の日：9月1日

災害について

月 合計 対象派遣先

労働（交通）災害 1

通勤災害 0

休日災害 0

トラブル報告 0

100時間超

80時間超

90時間超

・該当者名

45時間超 鐘　博 野嶋　竜次

45時間超 2 コマツカスタマーサポート㈱

80時間超 0 エムラインオート㈱

100時間超 0

委員 中井　千紗都 委員 藤澤　慎治 委員

90時間超 0

委員

委員 委員 委員 委員

議題

長時間労働について

月 合計 対象派遣先

場　所 高松営業所

出
席
者

委員長 菅野　修司

会社側
産業医 萩池　昌信 委員 上原　奈々美 委員 委員

衛生管理者 永富　明美 委員 委員 委員

労働者側

時間 15 0 15 30

安全衛生委員会議事録 2025 7 月度

開催日 西暦 2025 7 28



年

年 月 日

時 分 ～ 時 分

◯

◯ ◯

✕

◯ ◯ ◯

No.

①

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 1 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

②

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

③

③

年 月 日

曜日

時間 15 0 16 0

安全衛生委員会議事録 2025 7 月度

開催日 西暦 2025 7 17 木

場　所 三重営業所

出
席
者

委員長 新城　雄太

会社側
産業医 浜中健二 委員 東　竜弥 委員 委員

衛生管理者 首藤　桂子 委員 委員 委員

労働者側

議題

長時間労働について

月 合計 対象派遣先

45時間超 2

委員 久川　優歩 委員 猪島　大和 委員 水谷　俊英 委員

委員 委員 委員 委員

８０時間超

８０時間超 0

９０時間超 0

１００時間超 0

・該当者名

45時間超

９０時間超

※産業医のコメント

熱中症を発症した時の初期対応が最も重要である。

熱中症のおそれのある者を発見した際は直ちに作業を離脱させ身体の冷却に努める。

その後の対応の判断基準についても、スタッフ及び企業に周知を行っていく。

その他、協議事項

・再発防止策や対応などの効果確認等

活動内容の報告及び評価

日頃の食事や睡眠、塩分・水分補給による熱中症対策も重要であるが、

災害について

月 合計 対象派遣先

１００時間超

作成者衛生管理者営業所長

東 久川

次回開催予定日 2025 8 8

休日災害 0

トラブル報告 0

労働（交通）災害 0

通勤災害 0



年

年 月 日

時 分 ～ 時 分

◯

No.

①

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

②

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

③

③

年 月 日

曜日

時間 10 0 10 30

安全衛生委員会議事録 2025 7 月度

開催日 西暦 2025 7 24 木

場　所 群馬営業所

出
席
者

委員長

会社側
産業医 委員 委員 委員

衛生管理者 佐塚 委員 委員 委員

労働者側

議題

長時間労働について

月 合計 対象派遣先

45時間超 0

委員 委員 委員 委員

委員 委員 委員 委員

８０時間超

８０時間超 0

９０時間超 0

１００時間超 0

・該当者名

45時間超

災害について

月 合計 対象派遣先

１００時間超

９０時間超

※産業医のコメント

熱中症はどのようにして起こるのか・熱中症の症状・注意喚起をスタッフLINEにて配信

営業所ビルの設備においてトイレの窓が解放厳禁な事から夏場はかなり高温になる。手持ち扇風機を持っての移動・長居しない等の対策をとる

またもし熱中症を発症してしまった際の対処法・搬送先病院についても所内で再度周知

その他、協議事項

・8月食品衛生月間について

・再発防止策や対応などの効果確認等

該当者なし、引き続き注意喚起を行う

活動内容の報告及び評価

・クールワークキャンペーン

作成者衛生管理者営業所長

安田

次回開催予定日 2025 8 27

休日災害 0

トラブル報告 0

労働（交通）災害 0

通勤災害 0

該当者なし、引き続き注意喚起を行う


